
ご
み
出
し
が
困
罪
な
高
齢
者
ら

の
自
宅
を
高
知
市
朦
呉
が
訪
ね、

玄
閃
先
に
四
い
た
ご
み
を
収
菜
す

る
「
ふ
れ
あ
い
収
菜」
の
利
用
世

帯
が
年
々
増
え
て
い
る。
全
市
で＿

事
業
を
始
め
た
2
0
2
0
年
度
の

団
桔市
か
ら、
25
年
度
は
瑯
世
帯

に。
閲
係
者
か
ら
は
「
生
活
の
笠

向
上
や
ヘ
ル
パ
ー
の
兵
担
軽
減
に

つ
な
が
る」
と
歓
迎
の
声
が
上
が

る。
一
方、
有
謙
者
は
「
高
齢
化

が
進
み、
ご
み
を
自
力
で
出
せ
な

く
な
る
人
は
ま
す
ま
す
増
え
る
だ

ろ
う」
と
し
て、
町
内
会
や
関
係

＂
鱈
国毎
強
化
の
必

嬰
を

ふ
れ
あ
い
収
集
の
対
象
は、
原
則
70

歳
以
上
で、
要
介
護
1
以
上
か
隣
害
者

手
帳
を
所
持
し、
自
力
で
集
積
所
に
ご

み
を
出
せ
ず、
親
族
ら
の
助
け
も
な
い

世
帯。
利
用
者
は
玄
関
先
に
溢
い
た
ふ

20年度139世帯→25年度366世帯

「行政単独では限界」の声

一
穀
ご
み
を
カ
ー
ト
に
乗
せ
て
収
某
所
ま
で
歩
く
高
齢
者
（一洒
知
市
内）

た
付
き
の
容
器
に、
ご
み
を
入
れ
る。

器
は
週
1
回、
瓶
や
缶
な
ど
の
資
源
ご

同
市
に
は
約
6
9
0
0
カ
所
の
ご
み
み
は
月
1
回
枢染
し
て
い
る。

集
積
所
が
あ
り、
プ
レ
ス
パ
ッ
カ
ー
車

5
月
の
あ
る
平
日、
福
井
町
の
ご
み

が
網
の
目
の
よ
う
に
市
内
を
走
る。
そ
集
租
所
の
そ
ば
に
パ
ッ
カ
ー
車
が
停
車

の
合
間
に
市
環
壊
業
務
課
の
職
貝
が
各
す
る
と、
車
を
降
り
た
市
環
境
業
務
課

戸
を
訪
ね、
容
器
の
中
の
ご
み
を
回．
の
職
貝
が
近
く
の
坂
道
を一
気
に
駆
け

収。
可
燃
ご
み
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
上
が
っ
て
い
っ
た。
100
話
ほ
ど
離
れ
た

「
ふ
れ
あ
い
収
集」
年
々
増
加

冨
知
市
ご
み
出
し
困
難
世
帯
の
支
援]

住
宅
の
玄
閲
先
か
ら
戻
る
と
「
市
民
の
1
の
管
理
者
を
務
め
る
中
村
佐
和
子
さ

役
に
立
て
れ
ば
と
い
う
思
い
で
や
っ
て
ん
(

54
)

は
「
ご
み
は
午
前
中
に
出
さ
な

い
る。
そ
れ
ほ
ど
負
担
は
感
じ
ま
せ
ん
い
と
い
け
な
い。
ヘ
ル
パ
ー
が
不
足
す

よ」。
笑
顔
で
汗
を
拭
っ
た。

る
中、
利
用
者
に
と
っ
て
も
ヘ
ル
パ
ー

·

·

に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
行
政
サ
ー
ビ

同
制
度
は
18
年
10
月、
長
浜、
御
畳
ス」
と
話
す。

護
浦
戸
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト。
20
年

■
．
■

．

4
月
に
市
全
域
に
拡
大
し
た。

一
方、
50
代
の
女
注
ヘ
ル
パ
ー
は

利
用
希
望
者
は、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
「
ふ
れ
あ
い
収
集
の
利
用
基
準
に
満
た

ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
市
に
申
請。
本
人
や
な
く
て
も
ご
み
出
し
が
難
し
い一高
齢
者

家
族、
ケ
ア
マ
ネ、
市
職
呉
が
面
談
し
は
い
る
し、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
支
援

て
利
用
の
是
非
を
決
め
るf
希
望
が
あ
は
不
要
と
判
断
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る」

れ
ば、
収
菜
時
に
声
か
け
を
し
て
安
否
と
言
う。
3
年
前、
要
介
恕
1
だ
っ
た

確
認
も
行
う。．
市
環
境
業
務
課
は
「
ケ
70
代
女
性
が
支
援
対
象
に
な
ら
ず、
ご

ア
マ
ネ
ら
に
認
知
度
が
上
が
り、
件
数
み
出
し
中
に
転
倒
し
て
膝
を
骨
折
し
た

が
増
え
て
い
る」
と
す
る。

と
い
い、「
普
段
は
歩
け
て
も
ご
み
袋
を

介
證
サ
ー
ビ
ス
と
し
て、
ヘ
ル
パ
ー

持
つ
と
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
も
あ

が
集
積
所
に
ご
み
出
し
を
す
る
ケ
ー
ス
る」
と
す
る。
町
内
会
関
係
者
ら
か
ら

は
あ
る
が、
元
ケ
ア
マ
ネ
で、
長
浜・

は
「
も
っ
と
巫
準
を
緩
く
し
て
も
い
い

鷹五
瀬・
浦
戸
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
の
で
は」
と
の
声
が
上
が
る。

（
谷
川
剛
章）

た
だ、
収
集
に
あ
た
る
人
員
と
車
両

に
は
限
り
が
あ
る。
森
山
宏一
・
市
環

堺
部
副
部
長
は
「
で
き
る
限
り
対
応
し

た
い
が、
ご
み
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
回

収
す
る
の
が
本
来
の
仕
事。
こ
れ
以
上

基
準
を
広
げ
る
と、
本
来
の
業
務
に
支

障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
る。
市
の
財

政
を
考
え
て
も、
人
員
や
時
問
外
を
増

や
す
こ
と
は
難
し
い」
と
す
る。

市
内
で
は、
町
内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
ご
み
出
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

動
き
も。
竹
旦
町
町
内
会
で
は
3
年
前

か
ら、
月
1
回
の
坦諒
ご
み
の
日
に
高

齢
者
の
粗
大
ご
み
を
菜
積
所
ま
で
遥
ん

で
い
る。
利
用
は
n
世
帯
に
増
え、
植

村
幸
男
会
長
(

78
)

は
「
町
内
の
3
割
が

70
歳
以
上
の
住
民。
5
年
10
年
た
て

ば、
一
般
ご
み
も
捨
て
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か」

と
諾
す。

高
齢
化
や
若
者
の
流
出
が
進
む
中

で、
高
齢
者
の
生
活
を
ど
う
支
え
る

か。
同
市
の
70
歳
以
上
の
要
介
護
者
は

1
万
4
千
人
余
り
で、
n
年
間
で
1割

増
え
た。
高
知
県
1

斗
大
学
の
田
中
き
よ

む
教
授
(

63
)

は
「
行
政
単
独
で
の
フ
ォ

ロ
ー
に
は
限
界
が
あ
る。
高
齢
者
が
告

立
し
て
生
活
で
き
る
視
点
を
持
ち
つ

つ、
町
内
会、
民
生
委
員、
ケ
ア
マ

ネ、
社
協
な
ど
が
連
猥
し、．
き
め
細
や

か
な
サ
ポ
ー
ト
態
勢
を
つ
く
る
こ
と
が

匡
要
だ」
と
し
て
い
る。
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